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研究成果の概要（和文）： 

 

 写真の非芸術的側面と従来みなされてきた細部の再現からなる触覚的質が、視覚をモデルと

するモダンの美的ヒエラルキーと知を揺るがし、日常的なものや無意味なもの、アブジェクト

なものや非焦点性を芸術の世界に組み入れ、芸術のポストモダン的状況を作り出すと共に、ア

パレイタスとしてのその特性は自我やリアリティーの消失に対応している。他方、芸術と写真

とのこの近接は写真の非芸術的な起源への問を再び呼び起こしている。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

The tactile impression of photography which consists in the mechanical representation of 

details of objects, hitherto considered inartistic, has undermined the modern hierarchy of 

the aesthetic and intellect which is modeled on seeing.  This photographic sense has 

created the postmodern situation, bringing everyday things, the meaningless, the abject 

and the unfocused into the art world, changing the sense of reality and self.  At the same 

time, the intimate relation of art and photography today calls the inartistic origin of 

photography into question.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 この２、３０年間に開かれた現代芸術関係
の展覧会において、写真、ビデオ作品が、絵
画や、オブジェ、インスタレーションを遥か
に量的に凌いできた。例えば近年開かれた
「ドクメンタ１２」では、有名な料理人がア
ーティストとして招待され、赤いポピーの花
園が作品として制作され、会場は、まるで学
生の作品発表会会場のようなさまざまな「悪
い趣味」で満たされたカオス的な様相を呈し
ていたが、そのなかで、写真とビデオ・イン
スタレーションは確実にその勢力を伸ばし
ていた。 
たしかに芸術と写真との結びつきはさほ

ど新しくはない。ダダのフォト・モンタージ
ュ、モホリ・ナギ、マン・レイらの「新しい
視」運動やシュルレアリズムにおける写真の
使用にも認められる。 
 しかしこれらの 20、30 年代の芸術におけ
る写真の使用と、現代の写真の中心的な位置
には決定的な相違がある。20 世紀初頭の新し
い芸術運動においては、写真はどこまでも新
しい形を発見するための手段であったが、現
代における写真はたんなる表現手段ではな
く、芸術の世界の中で中心的な位置を占めつ
つあり、写真の態度と位置は習慣とコードに
なっているとも、またポストモダンにおける
写真の位置（美術館における市民権の完全な
獲得）はモダンの規範自身の衰退を意味して
いるとも指摘されている。 

また他方で、写真の芸術としての市民権の
獲得は、逆に写真をその非芸術的な源泉から
新たに捉えなおそうとする試みをも生んで
いる。こうしたポストモダン的現代における
写真と芸術との交差とずれのなかで、「美的
なもの」の意味や現代におけるアートの可能
性を問いつつ、改めて写真の機能や固有性/

非固有性について考える必要がある。 

 なお、本共同研究を始める時点では、写真
とポストモダン的な芸術のありように関す
る、美学、芸術学、ジェンダー論、現代芸術
論、写真論を踏まえた総合的な研究は試みら
れていなかった。 

 

２．研究の目的 

 

 ポストモダンとも呼ばれる現代における
芸術概念の拡大と多様化は、既成の芸術学・
美学や美術史の方法論をも揺るがすがごと
き状況を呈している。本共同研究は、こうし
た混沌とした状況の中で、写真という表現媒
体の固有性を改めて問い直しつつ、ポストモ

ダンにおける芸術の変容と多様化の意味、芸
術のありようを再考することを全体的な目
的としている。研究分担者個々の研究目的は
以下に記す。 

 

（１）山口和子：写真が芸術として認められ
る以前の種々の写真論の考察を通して、写真
という媒体の固有性を探りつつ、写真が現代
の知覚に与えた影響とともに、ポストモダン
的な芸術の特性との接点を考察する。 

 

（２）西村清和：現代のアートシーンにおけ
る絵画と写真との関係を分析しつつ、現代に
おいて顕著な形を取るにいたった醜の表現、
なかでもアブジェクトな表現の美学的可能
性―醜がいかにして「美的」なものとして考
えられうるか―を探る。 

 

（３）長野順子：ジェンダー論的な視点から、 

写真とアートとの関係を考察する事を目的
としている。具体的には、２０世紀以降の女
性アーティストの多様な活動に共通する「セ
ルフ・ポートレート」写真を比較することを
通して、写真使用の変化とその意味を考察す
る。 

 

（４）川田都樹子：現代のアートシーンの特
徴を析出すると共に、トゥオンブリ等の作家
を中心として、写真映像と絵画との交互の影
響関係を考察する。 

 

（５）前川 修：モダニズム的な写真論とポ
ストモダニズム的な写真論を比較しつつ、芸
術/写真、およびデジタル/アナログ写真の対
立に代わる写真論の方向性を探ると共に、写
真言語の固有性/非固有性の問題を考える。 

 

３．研究の方法 

 

 本共同研究は現代のポストモダン的なア
ートシーンの美的カテゴリーを抽出すると
ともに、アートと写真との関係、またアート
との関係から認められる写真という媒体の
固有性/非固有性の問題を、美学、芸術学、ジ
ェンダー論、現代芸術論、写真理論の多様な
視点から理論的かつ実証的に考察する。具体
的な方法は以下に示す。 

 

（１） 山口和子：ポストモダンの写真論と
知覚論の関係を分析しつつ、ポスト
モダン的芸術概念の拡大と写真との
関係を具体的に考察する。 

 



➀モダン的な知のパラダイムとみなされ
る視覚に対して、写真の特性を触覚性にもと
め、現代の心理学や哲学における触覚論との
関係を考察した。考察対象は、ギブソン、メ
ルロ・ポンティー、デリダ、ドゥルーズ、ヴ
ィリリオ、バーギン等。 

 
➁芸術のポストモダン的状況は、いわゆる

反芸術を芸術の枠組みに組み入れることに
よって形成されている。現代のアートワール
ドが、いかにして反芸術的なテーマを写真と
いう媒体を介して芸術へと昇格させて行っ
たかをブラッサイ、メープルソープを中心に
分析しつつ、写真の固有性を探った。 
 

（２） 西村清和：現代における種々の芸術
現象および芸術実践の美的意味と可
能性を、写真実践にも注目しながら
分析する。 

 

 ➀ゲルハルト・リヒターは自らを「最後の
画家」と位置づけ、一見、６０年代の抽象絵
画の焼きなおしにも見える絵画作品を制作
しながらも、種々の写真を作品の素材として
使用している。リヒターの作品と言説の分析
を行い、リヒターにおける写真の位置づけを
考察した。 

 

 ➁現代アーティストによるパフォーマン 

スや写真実践に顕著に認められる醜、さらに
はアブジェクト、ディスターベイショナルな
ものの美学的背景および美学的可能性を考
察した。 

 

（３） 長野順子：２０世紀の女性アーティ
ストの多様な活動に共通する「セル
フ・ポートレート」写真の比較を介
して、写真の位置づけの変化を探る。 

 

➀現代の女性アーティストのパフォーマ
ンスや写真作品に顕著に認められる「アブジ
ェクトなもの」への傾向を美学史的に位置づ
けると共に、それらのインパクトのジェンダ
ー的な意味を理論的に考察した。 

 

➁シュルレアリズム期の特異な存在であ
ったユダヤ系フランス人クロード・カーアン
の異性装や演出を用いたセルフ・ポートレー
ト写真およびそれらを用いたフォト・モンタ
ージュと文章テクストとの組み合わせにつ
いて分析し、写真とその「自我」像との関係
を考察した。 

 

➂アメリカの現代アート・シーンにおいて
ステレオタイプな女性イメージをパロディ
ー化したセルフ・ポートレーで知られるシン
ディー・シャーマンの写真シリーズのポスト

モダン的な試みとカーアンのセルフ・ポート
レート写真を比較する事を通じて、これらに
共通する「自我」像の変容について考察した。 

 

（４） 川田都樹子：現代のアートシーンに
おける美的特性を析出するとともに、
現代における絵画と写真との関係を
分析する。 

 

➀シャーカフスキーによる MoMA で開か
れた『ミラーズ・アンド・ウィンドーズ
―1960年以後のアメリカ写真の展望』
(1978)での「鏡」と「窓」による写真家の分
類と、風景画および環境概念における自我の
位置づけを比較し、現代における写真と絵画
との関係を考察した。 

 

➁ポロックとスミッソンの作品を主要に
参照しながら、現代における風景画と環境概
念および主体の位置づけの変化を跡付けた。 

 
③トゥオンブリの絵画と写真との関係に

着目し、彼のモダニズム超克において写真が
どのような役割を果たしたかを分析した。 

 

（５） 前川 修：現代、写真/芸術そしてア
ナログ/デジタルの対立の袋小路に陥
っている写真理論を整理し、モダニ
ズムとポストモダニズムを比較しな
がら、固有性/非固有性の問題も含め
て、対立図式を超えうる写真理論の
可能性を探る。 

 

➀写真に求められる芸術性と芸術性一般
との関係を問うとともに、デジタル写真登場
以前の写真論と、登場以降の写真論とを比較
し、技術至上主義的な観点と批判的な観点等、
デジタル写真をめぐる言説を整理すること
を介して、デジタル写真とアナログ写真が理
論に与えた相違、現代芸術への影響を考察し
た。 

 
➁主要にシャーカフスキーの写真論を再

考することにより、ポストモダニズムの写真
論の限界を考察した。 

 

③アラン・セクーラの理論と作品を、写真
の記録性と芸術性との関係を軸に分析した。
セクーラの写真論は、その写真実践の難解
さゆえにそれほど広く知られていない。し
かし、その写真論に目を向ければ、記号論
を経由したモダニズム写真論への詳細な批
判、写真発明以来の社会的記号としての写
真についての諸言説の検討というように、
私たちが写真と芸術という問題構成を考え
るうえで重要な示唆が含まれている。こう
したセクーラの写真論の生成過程をあらた



めて確認し、さらには写真アーカイヴ論とい
う、静態的で、作品志向的ではない、むしろ
動態的で社会と芸術の諸々の摩擦を考慮す
るための枠組みを検討した。 

  

４．研究成果 
 
 ポストモダン的な芸術の傾向に関する研
究やポストモダン的な写真の傾向に関する
研究や著作は内外ともに少なくない。しかし、
写真という媒体の固有性と芸術のポストモ
ダン的な傾向の関係を美学、ジェンダー論、
写真論、現代芸術論といった多様な視点から
総合的に考察しようとした試みは、少なくと
も、日本においては始めてであろう。 
また、現代のアートシーンの美的カテゴリ

ーの一つであるアブジェクトの概念の美学
的位置づけも新たな試みであり、今後の美
学・芸術学の展開に大きな寄与をなしえたと
考えられる。 
さらに、日本ではほとんど研究されていな

いクロード・カーアンとアメリカの作家、シ
ンディ・シャーマンとの比較、サイ・トゥオ
ンブリにおける写真の影響等、従来あまり指
摘されてこなかった写真実践への考察も行
われ、今後さらなる議論を呼びうる指摘がな
された。 
 写真の固有性/非固有性の問題に関しては
更なる議論が必要であるが、そうした写真と
いう媒体の開かれたありようも、芸術との関
係から明らかになった。 
このように本共同研究は、現代芸術の研究

に重要な問題提起をしたのみならず、写真と
芸術との関係の考察を通して、Bildそのもの、
ひいては芸術と社会との関係にも新たな問
いを開いている。本共同研究の成果によって、
美学・芸術学の新たな展開が招来されること
が期待される。 
なお、本共同研究の成果は科研成果報告論

文集『ポストモダンにおける芸術と写真』
(2011年 3 月末発行)として出版されている。 
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